
年
四
旦

缶
‥
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言
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支
部
の
田
賦
整
理
u
土
地
陳
報

-
･･･････三
･･葉
畢

望

八

木

芳

之

助

悌
印
に
於
け
る
信
用
.,量

の
性
格
…
･･-
･････葉
畢
聖

教

岡

孝

鬼

英
米
外
囲
平
準
基
金
の
封
法
幣
政
策
-
･･････････････････十

免

盛

次

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
膳
塩
地
方
…
‥
…
‥
=
墓

望

邪

波

利

貞

儒

教寺院
の
磯

礎
鯉
鷺

に
就
き
て

.
i

;I..S
隷

::'･･
:'
.｡
霞
V
:I.:
･

･
･

･
,･
∴

･･

･i

:･

満
洲
令
作
運
動
の
章
展
亡
交
易
場
の
停
趨
-
経
済
学
士

岡

倉

伯

華
人
新
鹿
の
経
営
に
於
け
る
問
題
･････････-
経
済
学
士

西

藤

雅

宋

代

貸

幣

革

-

･･･････････････‥
-
経
済
畢
士

穂

積

文

支
部
紡
績
労
働
請
負
制
度
の
費
達
…
･･-
････鮮
浄
学
士

岡

部

利

良 雄 夫 士

東 歌 開 墾 有 卑 書

支
那
近
代
工
業
の
性
格
･･･-
･･････-
･･-
････経
帯
学
士

菊

田

太

郎



-

-･J
-

･

,

･

∵

･

･
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,_
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中
晩
唐
時
代
に
於
げ
ろ
倣
蛙
地
方
偶
数
寺
院
の

破
産
経
費
に
就
き
て
(
辛
)

都

政

.

利

貞

三

中
晩
麿
蹄
代
の
.寺
院
の
職
騰
群
皆
が
寺
院
LJ,1億
利
事
業
の
一
に
し
て
之
が
寺
院
の
重
輩
な
る
財
源
の
一
た
ゎ
し
こ
と
は
喋
々
す
る

訟
許
せ
犯
が
..
孝
の
僻
齢
か

方
滋
の
如
何
は
雄
雑
食
く
聞
明
iqJれ
て
居
ら
ぬ
.=
そ
小
は
常
時
の
根
本
史
料
の
鉄
如
せ
る
が
溺
で
F
笥

瀬
上
に
見
ゆ
る
碩
程
に
関
す
る
記
載
で
は
到
底
之
を
凍
る
こ
と
が
出
来
ぬ
か
ら
で
あ
る
｡
私
は
今
幸
に
放
煙
襲
見
文
書
の
中
に
通
有

す
る
昔
時
の
根
本
史
料
に
壕
打
て
此
の
事
の
考
諭
を
読
む
る
前
に
'
先
づ
昔
時
の
寺
院
の
破
鐘
よ

り
の
収
入
が
如
何
な
る
も
の
な
-

し
か
を
同
上
-
徴
垣
文
書
に
よ
-
て
観
察
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
之
は
噴
煙
聾
見
文
書
に
多
-
の
鷺
例
あ
り
.
そ
の
経
営
方
法
を
探

知
す
る
に
参
考
と
な
る
こ
と
が
多
い
｡
備
開
園
立
圃
書
館
朗
藤
懸
煙
支
署
第
式
○
蓉
式
鋸
紙
背
の
悌
寺
合
計
出
師
支
署
は
'
私
が
.

藁

戸
故
』
の
村
敦
芸

て
考
定
し
雷

通
産

の
債
宗
の
中
和
四
年
甲
震

錆

遥

諸

印
度
の
望

寺
の
出
現
破
除
暦
で
あ

る
が
ー
そ
の

『
甲
辰
年

l

月
巳

〔
後
〕
直
読
意
安
手
下
諸
色
入
破
暦
』
の
中
に

連
叡
窮

随
所
試
射

it.L月
碇
入

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
塵
地
方
俳
敢
寺
院
の
瑞
相
産
管
に
就
き
て

第

7
巻

八
四
七

弟
四
折

八
七



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
沸
教
寺
院
の
寝
棺
産
皆
に
就
き
て

第

7
番

八
四
八

第
四
蘇

八
八

新

睦
拾
碩

蓮
教
酢

三
石
二
斗
t>
'

和

広
I二･∵

､

の
詣
碩
椙
収
入
の
目

あ
り
r

､

自
年
番
鎧
入

六
月
櫨
入

.

秋
槻
入

間
支
署
の

Er博
士
寺
西
禽
司
願
勝
騎
進
等
手
下
諸
色
入
破
暦
』
の
中
の
新
入

小
連
猷
新
入

･
穀
軒
T<
･

数
人
の
各
候
に
も
種
q:
見
え
る
け
乏
h
L指
摘
開
列
す
る
と

窮

睦
拾
萌

連
数
窮

陸
碩
試
料

連
教
新

参
項
陸
封

蓮
数
弼

穀
新

穀
軒

数R
t.

連
数
酢

連
数
新

案
酢

丘
､:･相

蓉
碩

雨
碩

萱
拾
捌
碩

陸
拾
碩

陸
碩
参
封

舜
碩
伍
対

象
碩

白
年
番
鎧
入

三
月
塩
入

六
月
超
人

秋
櫨
入

秋
超
人

春
鎧
入

日
年
櫨
知
人

白
年
番
塩
入

白
年
番
造
入

日
年
秋
塩
入

自
早
秋
超
人



日.ヽ

､

j･雪

嶺

骨
壷

鉄

冷
視
項

目
年
櫨
新
入

右
の
如
く
で
あ
る
｡
之
を
熟
覚
す
る
と
此
の
博
士
寺
西
倉
司
頃
勝
葬
進
等
の
管
理
記
録
竺

Tヶ
年
竺
且
る
も
の
ら
し
く
'
大
闇
同

じ
収
入
が
繰
-
返
し
記
載
さ
れ
あ
る
に
気
付
-
｡
こ
れ
か
ら
見
る
と
博
士
寺
の

一
首
年
間
の
碩
鎧
収
入
は
春
季
に
璽

ハ
十
碩

･
遠
鉄
/

新
六
碩
二
三
斗
'
秋
季
に
遠
鉄
窮
三
四
碩

･
冥
新
参
項
'

1
年
間
に
数
十
八
項
と
い
ふ
の
が
大
隈
の
固
定
的
経
常
収
入
に
し
て
'
年

に
よ
り
て
多
少
の
増
収
が
粟
窮
や
遠
鉄
窮
に
於
て
有
っ
た
も
の
ら
し
い
C
し
か
も
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
春
碇
人
の
窮
六
十
萌
で
あ

･

る
.
之
は
騎
鴇
の
『
甲
辰
年

7
月
巳
〔後
〕
直
哉
意
安
手
下
諸
色
入
破
暦
』
の
頑
薩
収
入
の
記
載
と
も
食
費
す
る
｡
浄
土
寺
と
い
ふ
特
定

寺
院
の
骨
計
簿
な
る
名
書
住
着
が
異
な
-
て
も
'
そ
の
収
入
目
と
収
入
量
と
が
互
に
用
度

1
敦
す
べ
き
は
昔
邦
で
あ
る
oJ
悌
国
籍
式

〇
四

〇
競
紙
背
の
も
の
も
揮
土
寺
合
計
入
破
暦
頚
巷
で
..
そ
の
『
乙
巳
年
正
月
廿
七
日
巳
複
勝
揮
戒
藩
手
下
諸
色
九
枚
暦
』
は
前
述
の

･･
･

.ト
･
･
･

･･･

･
､

J
.
･

‥

,､

/

･.
･'

:.

･

･

･

･､
･
･
･

･

･･

酢

四
十
石

春
捜
入

酢

十
二
石

春
穏
入

窮

六
石

碇
柄
入

鹿
新

六
石
八
斗

春
乱
入

軒

陸
石
八
斗

秋
塩
入

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
物
腰
地
方
俳
教
寺
院
の
碩
相
野
皆
に
就
き
て

第

一
審

八
四
九

第
四
競

八
九



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
物
娃
地
方
併
教
寺
院
の
篠
柁
経
皆
に
就
き
て

第

1
巻

八
五
〇

第
四
既

九
〇

軒

陸
拾
碩

蓮
鉄
姉

陸
項
捌
料

避
歎
新

参
萌
捌
糾

油

歎

約

め
研

随

的

赦

拾

捌

碩

新

車
拾
革
碩
皐
封

蓮
教

新

参
碩
伍
糾

蓮
鉄
新

参
項
玖
料

教

拾
碩

自
年
春
鎧
入

春
塩
入

.J
31rd
J

t神
仙佃
7ノ

秋
桟
八

白
年
櫨
癖
入

日
年
春
枝
入

日
年
番
碇
入

就
西
倉
取
変
鎧
入

日
年
番
櫨
入

又
同
紙
同
文
書
の

『
己
亥
年
西
倉
新
入
』
の
億
に
は

柄

陸
拾
項

軒

文
武
拾
碩

酔

顔
碩

亀
酢

拾
就
項
伍
糾

柄

染
項
捌
蹄

穀
柄

両
石
五
T

白
年
春
良
人

自
年
秋
鎧
入

春
超
人

西
倉
何
番
超
人

秋
櫨
入

春
碇
入



l
T
官
=
P,
山

菜
新

任
碩
伍
料

秋
桂
入

L

教

拾
柳
碩

自
年
番
鎧
人

教

睦
碩

白
年
秋
櫨
入

品

票

式

〇
四
九
雷

筆

書
紙
背
の
後
唐
の
荘
宗
の
同
光
三
年

H

]
旭
志

申

乙
望

月
の
年
紀
あ
る

『
望

寺
直
震

譲

手
下
諸
色
出
現
破
除
暦
』
に
は

新

帝
冷
硬
陸
鮮

魚
新

柄
碩
煎
餅

鹿
弼

埴
碩
伍
的

･,･S

買い

百
年
春
程
入

白
年
春
枝
入

秋

構

入

L.TTTLil
.31は
a]h
前門
<

-

競
の
後
唐
の
明
宗
の
長
輿
二
年

器

遥

竺

仲

平
卯
霊

月
の
年
紀
-

『
望

寺
霊

願
誓

下
琶

出
現
破
除
贋
』

に

は
新

帝
拾
玖
硯
陸
封

白
年
番
砿
入

鹿
酔

歩
碩
畝
科

目
年
寄
砲
入

鉄

壁
拾
式
碩

目
年
寄
碇
新
入

と
あ
る
.

叙
上
は
何
れ
も
浄
土
寺
の
み
に
於
け
る
頑
櫨
関
係
の
収
入
な
る
が
'
此
等
よ
h
l
蹄
納
す
る
と
折
の
収
入
年
額
は
最
高
量
で

九
十
盟
萌
八
斗
'
時
に
は
六
十
靖
の
こ
と
も
あ
る
｡
而
し
て
裾
確
関
係
の
収
納
現
品
の
塩
類
は
炉
･
連
敗
弼
･
穀
柄
･
釆
折
･
鹿
姉

･

中
晩
麿
蹄
代
に
於
け
る
頼
嬉
地
方
併
教
寺
院
の
現
稽
揮
轡
に
就
き
て

第

l
巷

八
至

第
四
折

九

1



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
物
塵
地
方
怖
教
寺
院
の
償
椙
経
皆
LLこ就
き
T

第
1

巷

八
五

二

第
四
粧

九
二

数
が
普
通
で
あ
る
が
'
穀
酢
は
東
新
の
具
栴
な
る
如
-
見
ら
る
る
か
ら
葦
は
五
程
で
ー
酢
と
は

番
粉
の
意
.
連
衆
評
と
は
歩
の
屑
乾

と
混
合
せ
る
穿
粉
に
し
て
窮
の
第
二
等
品
種
の
意
､
穀
窮

･
粟
窮
は
穿
以
外
の
穀
物
の
粉
の
意
'
鹿
酢
は
精
製
せ
ざ
る
歩
粉
で
窮
の

滞
三
等
品
種
の
零

敗
は
賓
の
層
位
に
し
て
客
層
の
粉
即
ち
新
屑
の
意
な
る
ペ
-
.
比
等
を
練
-
て
細
碑
を
作
-
食
相
の
所
謂
斯
頬

や
甜
俳
を
過
る
の
で
あ
る
C
此
の
各
経
名
稗
の
賓
賃
よ
-
考
察
し
て
揮
土
寺
牧
約
の
砺
硝
関
係
の
取
入
を
大
観
す
る
Ju1-.
筒
に

7
党

の
班
別
が
規
ほ
れ
て
居

て
､

窮
豊
の
多
い
癖
拭
逆
数
新
患
や
魚
卵
畳
が
少
量
で
あ
る
か
或
は
絶
無
で
'
折
畳
の
少
い
時
は
連
毅
折
畳

や
魚

釣

畳

が

多

-

､

酢

と

連
叡
酢

･
鹿
酢
と
の
関
係
は
必
ず

Z
定
の
油
長
紺
係
を
有
し
て
居
る
｡
こ
れ
は
酢
即
ち
番
粉
と
す
べ
き
原

料
変
栗
量
に

l
定
の
量
が
定
ま
っ
て
居
て
､
年

々
の
気
候
耕
作
な
ど
の
関
係
で
変
粟
の
質
に
精
粗
あ
り
'
粉
に
し
た
場
合
､
技
術
者

の
技
術
の
巧
拙
も
影
響
し
て
'
精
良
な
る
推
参
粉
を
多
量
に
獲
て
二
等
品
た
る
連
毅
酔

･
免
窮
の
割
合
に
少
量
な
る
場
合
も
あ
り
'

精
良
な
る
酢
が
割
合
に
少
量
で
遠
鉄
酢

･
鹿
窮
が
割
合
に
多
量
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
も
の
と
考
察
せ
ら
れ
る
｡
此
の
見
地
よ
り
す

る
と
併
歯
帯
参
武
参
四
放
散
蛙
文
書
紙
背
の

『
壬
第
年
正
月

1
日
巳
後
浄
土
寺
直
義
抄
輔
頗
通
手
上
諸
色
入
層
』
に
見
え
る
も
の
は

浄
土
寺
の
裾
鎧
収
入
と
し
て
は
典
型
的
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

無数蓮

数
斬

罪
酢

q
k
r.A
J

陸

拾

項

目
年
番
佳
人

十

八

項

目
年
砥
入

拾
碩
捌
封

春
桂
人

参

碩

春
碇
人

参

項

六
月
三
日
艦
入



#
&

尭
部

連
〔教
〕
新

穀
窮

A

染 捌 三
間
四

碩 豆斗 石

蓉

碩

秋
櫨
入

塵

拾

碩

秋
塩
入

但
不
可
思
議
硯
す
べ
き
こ
と
は
秋
に
窮
陸
給
田
の
取
入
の
あ
る
JJ
と
で
'
博
士
寺
の
他
の
出
納
暦
の
収
入
細
目
に
て
は
春
の
み
に

降
給
碩
内
外
の
新
入

l
同
を
見
る
の
み
で
あ
る
.
之
を
解
決
せ
む
に
は

一
箇
年
完
全
に
記
帳
さ
れ
た
収
入
支
出
総
額
の
揖
本
史
料
に

峻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
G
山
の
見
地
よ
-
前
述
の
怖
師
弟
試
rJ
四
九
雛
紙
背
の

門
静
土
寺
直
哉
保
革
手
下
諸
色
出
現
破
除
暦
』
の
暦

首
の
柵
節
の
僻
を
見
る
･1し､
前
年
壁
よ
-
/e
繰
越
刺
醇
の
新

二
十
四
硯
四
7:
三
脚

山
連
毅
獅
hハ
碩
二
丁
凹
勝

･･
穀
獅

一
斗
先
陣

･･
雛

二
十
二
碩
'
首
年
度
の
収
入
鄭
四
十
頓
六
7T
･
連
教
師
五
碩
七
T

･
頻
八
喝
と
め
-
'
『
浄
土
寺
直
凝
贋
達
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』

に
て
は
p
前
年
度
よ
-
の
繰
越
剰
飴
の
部
五
十
二
頂
八
斗
意
曝

･
連
毅
酢
五
碩
四
斗
五
勝

･
穀
窮

l
T
五
勝

･
教
四
十
四
碩
'
昔
年

慶
収
入
の
軒
四
十
九
項
六
斗

･
連
鉄
琴

二
項
九
T

･
毅
十
二
項
と
あ
-
'
直
歳
保
護

･
直
哉
願
達
の
記
す
る
眼
に
於
て
は
'
将
士
寺

〓
固
年
間
の
収
入
酌
量

と
し
て
は
先
づ
四
十
頓
乃
至
六
十
項
が
固
定
的
経
常
吸
入
量
で
'
之
に
連
頻
酢
･鹿
部
･殊
を
合
算
し
て
も
五

十
五
碩
乃
至
六
十
五
項
で
､最
も
特
別
の
年
の
最
高
年
収
緋
量
さ
へ
九
十
登
頂
八
斗
で
あ
る
か
ら
'道
教
封

･
鹿
新

･
教
を
除
き
た
る

純
粋
の
窮
の
み
で
'
春
秋
合
し
て
計
百
二
十
問
に
上
-
た
る
筈
は
無
い
か
ら
､
此
の
王
長
年

の
直
義
抄
涌
願
通
の
収
入
暦
の

｢
窮
陸

拾
碩

秋
確
入
｣
は
此
の
年
の
み
の
特
殊
事
情
に
涼
･El
て
収
得
し
た
-る
も
の
か
'
或
は

｢駒
拾
睦
曙

秋
値
入
｣
の
漠
記
た
る
か
に

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
併
教
寺
院
の
硬
閑
静
皆
に
就
き
丁

第

7
懸

八
五
三

第
四
群

九

三



中
晩
唐
時
代
に
於
げ
ろ
煩
慮
地
方
偶
数
寺
院
の
簡
椙
耗
皆
に
就
き
て

第

7
番

八
五
四

第
王
統

九
四

相
違
な
か
ら
う
と
息
ふ
｡
若
し
誤
記
な
り
と
せ
ば
此
の
壬
寅
年
の
揮
土
寺
収
入
酌
量
は
計

七
十
六
碩
'
之
に
連
歎

酢
･
粟
酢

･
鹿
酢

計
三
十
八
項
三
斗
を
加
ふ
れ
ば
通
計
首
十
四
碩
二
斗
'
此
の
他
に
款
が
十
八
項
で
あ
る
｡
之
を
同
じ
-
浄
土
寺
光
琴
冗
年
度
の
記
載

な
る
備
lmL.ER弟
耶
〇
四
〇
賦
紙
背
の

『
己
亥
年
iF
T
m
禽
酔
入
』
に
比
較
す
れ
ば
.
i毒

は
折
の
み
で
計
九
十

一
視
八
斗
.
免
軒

･
穀
脚
が

封
二
+
頓
牢
l

鶴

討
空
白
SB
封
撃

〓T

出
bl佃
に
財
力
二
十
匹
E3
て
凌
N
.
u
れ
よ
り
見
て
も
春
秋
合
し
て
雛
の
み
で
空

耳

萌
､
進
数
酢

･
粟
酢

･
食
酢

･
穀
酌
を
合
算
し
て
通
計
萱
百
五
十
八
撃

耳

に
Jj
る
と
と
は
博
士
寺
と
し
て
比
布
り
待
ぺ
か
ら
ざ
る

現
象
で
韮
し
敦
記
な
る
べ
-
.
誤
記
と
す
れ
ば
酢

･
道
教
酢

･
粟
酢

･
食
酢

･穀
酢
合
計
豊
P
I十
四
撃

iT
に
し

て
此
の
他
に
数
が

十
八
碩
あ
る
の
で
あ
る
｡
私
は
右
の
理
由
に
披
-
て
敢
て
誤
記
詮
を
主
張
す
る
o
但
前
掲
の

『
押
土
寺
直
豪
保
護
手
下
諸
色
出
現
破

除
塵
』
及
び

Lr.博
士
寺
直
哀
願
達
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
に
て
は
各
々
収
入
窮

･
免
弼
総
額
四
±

ハ
碩
三
斗
と
毅
蜘
頓

及
び
五

十
三
碩
五
T
と
数
十
二
項
と
薦
っ
て
'
『
己
亥
年
西
倉
新
入
』
の
総
計
萱
盲

十
二
碩
三

T
.
『
壬
寅
年
正
月

t
日
巳
後
揮
土
寺
直
裁
抄

涌
願
通
手
上
諸
色
人
膚
』
の
総
計

t
百
十
四
碩
二
T
に
此
し
て
的
二
分
の
一
に
し
か
首
ら
す
'
同
じ
浄
土
寺
の
こ
と
JJ
て
l
見
不
可

思
議
の
現
象
な
る
が
如
き
も
'

保
護
の
直
裁
と
な
れ
る
年
に
は
前
年
度
即
ち

同
些
冗
年
度
よ
り
の
繰
越
剰
静
新
式
姶
四
碩
四
料
金

勝

･
連
雛
型

ハ
E5
7
1T
四
勝

･
穀
酢

一
対
五
静

･
通
型

二
十
硯
入
射
二
升
と
叡
二
十
二
硯
が
あ
-
.
願
連
の
直
豪
と
な
れ
る
年
に
は

前
年
産
即
ち
天
成
E
l年
度
よ
-
の
繰
越
制
飴
酢
伍
拾
式
碩
入
射
空
腸

･
道
教
酔
伍
碩
四
糾
伍
勝

･
穀
酢
萱
料
伍
静

･
通
計
五
十
<
碩

四
的
畳
升
と
軟
四
十
四
碩
四
料
が
あ
り
'
此
の
両
年
度
は
何
れ
も
比
の
剰
餅
加
入
を
考
慮
し
て
大
腰
菅
箇
年
雪

I+
碩
門
外
の
酢

･

蓮
数
酢

･
果
断
経
常
絶
高
と
薦
る
櫛
に
酢
製
造
を

軽
へ
tZE
に
し
た
鴛
と
考

へ
ら
れ
る
｡

そ
の
許
嫁
に
は
同
光
元
年
皮
よ
り
の
剰
飴

酢

･
蓮
毅
郎

･
穀
酢
総
計
蓉
拾
碩
<
糾
式
勝
と
同
光
二
年
産
の
新
附
酢
四
十
六
碩
参
料
と
を
加
算
す
る
と
七
十
七
碩

一
対
敢
勝
と
な

-
､
天
成
g
l年
度
よ
り
の
刺
僚
新

･
連
歎
窮

･
煮
新
線
計
五
十
八
碩
四
斜
里
勝
と
長
興
元
年
度
の
新
附
か
五
十
二
面

五
封
と
を
合
算



す
れ
ば
萱
首
十
善
碩
九
封
萱
勝
と
駕
る
を
見
る
｡
同
光
二
年
度
は
少
々

少
量
で
あ
る
が
'
長
興
元
年
度
は
正
に
登
百
二
十
碩
内
外
に

近
似
す
る
量
で
あ
る
.
此
の
理
由
･Lj
-
'
同
光
二
年
度

･
長
輿
元
年
度

は
直
読
保
護
及
び
直
読
願
達
の
手
で
製
窮
を
少
し
節
を
し
た

年
で
あ
る
か
ら
収
入
窮
貴
が
そ
れ

ぐ
-
四
十
六
碩
三
ヰ
と
叡
八
碩

･
五
十
三
碩
五
斗
と
数
十
二
項
と
あ
-
て
も
竜
も
不
可
恩
議
醗
す

る
に
足
ら
ぬ
と
息
ふ
.
之
を
要
す
る
に
私
と
し
て
は

『
己
亥
年
西
倉
新
入
』
･
『
壬
寅
年

正
月

1
日
巳
後
浄
土
寺
直
読
抄
禰
願
通
干
上

諸
色
r<
暦
』
に
見
え
る
多
い
方

の
窮

･
遠
鉄
酢

･
穀
新
穂
収
入
を

株
-
て
'
辞
土
寺

二
回
年
間
の
そ
の
粗
収
入
は
大
腰
萱
百
十
五
碩

乃
至
萱
百
二
十
頓
の
程
度
な
-
し
も
の
と
観
る
者
で
あ
る
.

却
訣
私
は
私
の
論
旨
よ
り
し
て
は
割
合
に
都
合
の
悪
い
方
を
採
用
し
て
'
辞
土
寺

二
間
年
の
頑
桂
経
常
収
入
を
窮

･
遠
鉄
群

.
莱

柄

･
鹿
卵
油
計
麿
軍

一十
頂
内
外
'
妖
二
十
開
内
外
･lJ
観
る
の
-で
あ
る
が
､
憐
醒
第
虻
式
五

〇
紀
倣
鮭
史
晋
紙
背

の
離
興
尊

･
笹
北

7.T
･

酢
..｢J
=>
二

刀
,O-tlこL,
･
･yi:]瑚
叫
7
..,
仇
僻
作
東
登

ル
カ
飛

ぶ
賓
を
以
列
し
カ
1.ia文
書
よ
･i･1
難
雌
す
る
と
r
澱
多
数
金
光
明
春
の
六
十

二
人

･
灘
少
数
関
元
寺
･･
,先
安
寺
の

三
十
八
人
の
史
寮
よ
り
観
て
F
禅
士
寺
の
そ
れ
は
克
づ
四
五
十
人
ば
か
り
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら

萱
百
二
十
項
内
外
の
荊

･
連
鉄
折

･
実
射

･
鹿
部
は
'
浄
土
寺
在
任
の
全
僧
侶
沙
浦
の

l
箇
年
間
所
要
の
紐
食
糧
量
の
上
よ
-
見
れ

ば
'
約
そ
の
年
額
ぼ
か
-
に
か
昔
ら
ぬ
.
先
づ

1
人
前
萱
個
月
試
射
の
割
合
で
'

山
人

1
日
分
的
六
合
六
勺
徐
'
約
七
合
.
約
七
合

の
新
郎
ち
穿
粉
は
七
合

の
蜜
粒
と
異
な
-
て
､
調
理
す
れ
ば
割
合
に
少
量
で
あ
る
O
之
も
私
の
諭
旨
に
都
合
の
悪
い
敬
法
を
駕
し
て

辞
土
寺
の
住
僧
沙
禰
点
数
を

li+
人
と
見
て
'

l
入
営
り
の
酌
量
を
増
す
様
に
推
定
し
て
も
'

1
人
前
畳
価
月
三
斗
三
升
三
合
t

l

人

一
日
分
は
畳
升
張
の
窮
で
あ
る
｡
今
之
を
鎌
状
の
知
食
物
な
ら
ざ
る
も
の
'
如
ち
鱒
駈
な
ど
で
な
い
食
物
'
例
せ
ば
胡
餅
な
ど
に

製
す
る
と
傾
定
す
れ
ば
'
博
士
寺

l
箇
年
萱
首
二
十
項
の
新

･
連
数
荊

･
東
部

･
穀
窮

･
鹿
酢
収
入
額
が

l
人
前
毎
日
の

t
食
令
に

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
増
塵
地
方
沸
教
寺
院
の
褒
硝
揮
皆
に
沸
き
で

第

7
番

八
五
五

第
四
収

九
五



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
併
教
寺
院
の
鶴
稲
梓
皆
に
就
き
て

第

一
巷

八
五
六

第
四
就

九
六

.

し
か
昔
ら
ぬ
こ
と
が

T
骨
明
白
と
な
る
｡
偶
因
国
立
固
書
館
所
寂
敬
塊
文
書
帯
金
式
重
宝
親
の

F.緒
餅
調
製
分
権
表
』

と
も
呼
ぶ
べ

き
中
晩
唐
時
代
の
支
署
に
胡
餅
に
関
す
る
貴
重
な
る
史
料
あ
り
て

醐
餅
頭

蹟
友
子

牡
馬
千

村
&
1,t耳

五
升
造
併
七
十
甜
赦

珂
簿
lFj
五
紙
九
姥
糊
蝿
汁
義
F
.17二

二
海

中
G
.舞
lF
l

処
世
rd
帯
耕
せ
(.鳶
に7ヽ

L

口

碑

陰
任
那

張

姥
見
張
保
定
､
季
節
親

側
駒
五
斗
達
胡
併

1
百
枚

7
,

又
頭

張
保
任

宋

善

子

陰
富
定

付
新
四
斗
姓
胡
併
八
十
枚

7テ

な
る
こ
と
あ
-
.
併
は
餅
の
'
輔
は
胡
の
普
通

首

字

で
あ
る
｡
之
よ
り
観
れ
ば
'
窮

1
升
を
周
て
胡
餅
〓
赦
を
製
す
る
の
が
中
晩

唐
時
代
敏
煙
地
方
の

一
般
習
俗
な
る
ら
し
い
.
然
ら
ば

1
人

1
日
分
約
七
台
の
窮
に
て
は
胡
餅
萱
赦
半
t

l
人

!
自
分
質
升
張
の
姉

で
は
胡
餅
武
枚
を
製
し
得
る
講
で
'
萱
枚
半
乃
至
武
枚
の
朝
鮮
は
昔
時
と
し
て
は

一
人

1
食
用
で
あ
る
.
之
を
詮
明
す
る
頼
本
史
料

は
俳
図
第
武
六
四
萱
班
な
る
四
通
の

『
宴
設
司
文
書
』
で
'
そ
の
第
二
文
書
に

7
､

鎖
圧
見
放
カ
等
拾
人
早
上
鱒
託
｡
千
時
各
胡
労
相
枚
O
供
愛
日
食
断
｡

7
↓

進
数
木
匠
凋
常
安
等
捌
人
早
上
緒
托
｡
千
時
各
胡
井
病
根
｡
供
伍
日
食
断
｡

そ
の
第
三
文
書
に
も

7
ヽ

錦
匠
史
奴
々
等
式
拾
人
草
上
縛
紀
｡
午
時
各
胡
井
巷
枚
o
供
萱
日
食
断
｡

7
ヽ

金
欽
匠
捌
人
阜
上
舗
託
.
午
時
各
胡
井
柄
枚
｡
供
雨
日
食
断
.

>
'

達
哉
木
匠
捌
人
早
上
鰭
紀
｡
半
時
各
胡
井
南
牧
｡
供
春
日
食
酢
｡



て
､

又
職
匠
斡
人
草
上
鮮
紅
O
千
時
各
胡
井
開
放
｡
僕
茸
日
食
断
｡

7
､

鞍
匠
張
観
念
守
拾
善
人
阜
上
縛
托
.
午
各
胡
升
南
牧
o
供
雨
日
食
断
｡

そ
の
第
四
文
書
に
も

[
'

勾
昔
修
宅
沖
荷
宋
蓮
詞
等
武
人
早
上
贈
結
｡
午
時
各
朝
方
南
牧
｡
供
玖
日
食
断
｡

√
､

宅
官
軍
海
清
愛
人
早
上
鱒
結
｡
千
時
胡
井
帝
政
.
供
睦
日
食
断
｡

7
ヽ

泥
匠
武
人
早
上
鱒
妊
o
半
時
各
胡
井
南
牧
.
供
i)#
日
食
断
｡

と
あ
る
.
此
の
史
書
は
丁
未
年
六
月
日
に
都
頭
知
事
設
司
宋
閲
清
よ
り
婁
設
用
に
支
出
し
た
約

･
準

鱒
紀
･時
節

･
麹

･
朝
鮮
を

上
申
報
告
し
夜
番
蛸
で
'何
れ
も
尾
部
に
之
挺
煎
認
し
た
る
判
郡
が
あ
-
.郊
例
の
文
書
よ
り
観
て
中
晩
厨
時
代
の
も
の
た
る
は
疑
無

.
_

-

r
t
(
‥

..ノ｣

.ユ
yI
-
_
iuL-
1U
七
･LiR
Ld

;i<
tE71
:二
年
.h
謙

遜

LE
.-3

Juu
7
1
帥

な
る
べ
く

胡
沖
は
何
れ
も
胡
餅
の
常
通

常

守
.

ウ

ル

だ
小
目iJ
り
r
k
1iL
ユー(札
rr.I
Ipi,(T】1-
･A

コ
け

v
.,<

ノ

.ノ
｣
｢
.1

常
畔
･i]
し
て
の
賢
相
通
席
略
字
で
あ
ら
う
.
さ
l
て
此
等
教
見
る
と
"

使

役

し

た

甜

匠

.
進
数
木
匠

･
金
欽
匠

･
牲
匠

･
泥
匠
な
ど
の

食
料
と
し
て
毎
朝
食
に
は
鱒
托
即
ち
師
紀

･
不
妊
を
提
供
し
'
午
時
の
食
に
は
毎
回
各
人
に
所
収
或
は
参
政
の
胡
餅
を
提
供
し
て
居

る
か
ら
'
常
時

7
人

1
食
用
の
胡
餅
は
先
づ
二
枚
な
る
が
普
通
の
習
慣
な
-
し
も
の
の
如
く
で
あ
る
O
国
に
鱒
紀
も
胡
餅
も
英
に
穿

粉
を
以
て
製
す
る
餅
物
た
る
こ
と
喋
々
す
る
を
要
せ
ぬ
｡
然
ら
ば
博
士
寺

〓
固
年
間
の
酢

･
連
毅
郎

･
栗
郎

･
鹿
部
収
入
絶
畳
萱
百

二
十
項
は
揮
土
寺
居
住
の
仝
僧
侶

･
沙
滴
の
〓
固
年
間
の
所
要
杢
食
料
量
の
約
二
分
の
1
ば
か
り
に
か
嘗
ら
ナ
ナ
事
草
に
放
て
は
此

の
中
よ
り
臨
時
展
傭
人
に
操
供
し
た
-
､
鐘
財
の
代
用
と
し
て
支
出
し
た
り
'

其
の
他
種
々
の
場
合
に
支
出
し
て
居
る
か
ら
'
住

僧

･
抄
滴
の
常
食
の
舗
紅

･
胡
餅
と
し
て
使
用
す
る
量
は
此
の
中
の
六
割
か
七
割
か
で
'
そ
の
他
は
粉
と
せ
ざ
る
粒
状
投
資
の
某
や

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
沸
教
寺
院
の
碩
梢
弼
馨
に
就
き
て

第

1
番

八
五
七

第
円
猷

九
七



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頼
煙
地
方
沸
教
寺
院
の
破
指
揮
皆
に
拭
き

で

第

1
春

八
五
八

帯
四
茄

九

八

葬
を
食
用
に
併
用
し

た
も

の
と
考

案
せ
ら
れ

る
｡

邦
ら
ば
此
等
の
収
入
新
願
は
如
何
な
る
方
面
よ
り
葬
り
し
原
料
穿
栗
を
以
て
製
し
た
る
も
の
な
る
か
と
謂
ふ
に
､
私
の
観
る
朗
を

以
て
す
れ
ば
寺
院
所
有
の
荘
園
よ
-
小
作
料
と
し
て
獲
得
せ
ら
る
る
葬
釆
即
ち
寺
院
所
有
の
穿
粟
た
配
給
捉
供
し
て
製
粉
せ
し
め
た

る
屯
の
IiL想
は
れ
,-iJり
浄
土

奇
6:･場
盾
に
は
挿
士
苛
r･11-
之
を
提
供
L
r.
胡
年
産
よ
,=
ゐ

制
酸
獅
億
配

･#

鞘

へ
.F
･
'-
甜
年
鑓
都
路
ぼ

首
二
十
萌
の
酢
の
原
料
た
ら

し
め
た
も
の
と
想
は
れ
る
.U
前
年
度
よ
り
の
剰
飴
折
畳
む
も
加

へ
て
毎
年
柄

･
遠
鉄
群
等
計
PL
二
+
項

を
貯
蔵
し
得
る
原
料
穿
粟
を
博
士
寺
よ
-
配
給
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
琵
接
と
し
て
指
摘
し
得
る
根
本
史
料
は
辞
土
寺
支
署
た
る
俳

囲
国
立
圏
書
館
所
蔵
倣
蛙
文
書
第
就

○
参
武
耽
紙
背
の

『
甲
辰
年

1
月
巳
〔後
〕
直
裁
意
宴
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
の
東
棟
即
ち

粟

支
出
の
項
に

粟

伍
碩
伍
斜

秋
提
窮
用

果

敢

碩

鎧
秩
用

(
秩

ハ
穿

ノ
意

ナ
リ
)

な
ど
零
細
な
が
ら
製
菓
荊
原
料
と
し
て
寺
院
よ
り
菜
を
支
出
捷
供
し
た
る
諸
目
が
散
見
L
t

ま
た
同
暁
紙
背
の

F.昏
亥
年
西
倉

破
』
の
奔
破
即
ち
歩
支
出
の
項
に

穿

拾

項

付
東
庫

春
鎧
窮
用

葬

式

拾

碩

六
月
付
東
庫

塩
淘
沓
用

芽

柳

頓

秋
付
末
席

鮭
缶
算
用

と
あ
り
て
と
れ
亦
零
細
な
が
ら
製
新
原
料
と
し
て
の
変
を
支
出
し
た
諸
目
が
散
見
し
'
同
戟
紙
背
の

r
浄
土
寺
西
倉
司
願
勝
磨
進



･).･･,
-

i

等
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
の
中
に
も

粟

巣

頓

充
昔
年
硝
株
用

(株

ハ
穿
ノ
意
ナ
リ
)

又
傍
観
第
五
五
戒
九
托
倣
妓
女
育
三
十
三
榎
中
の
第
十
二
面

な
る

『
某
寺
出
納
暦
零
片
』
に
も

>
J

〔
二
百

十
日
〕
変

額
於
碩

撃

筒
奔
鄭
用

(
藩

ハ
招
即
チ
鴇
ノ
晋
通
手
ナ
ラ
ン
)

〔
三
月
十
日
〕
変

塘

碩

桟
乾
穿
酢
用

又
傍
観
第
部
C
)四

〇
雅
紙
背

の

『
乙
巳
年
正
月
廿
七
日
巳
複
勝
揮
戒
軍
刀
手
下
諸
色
破
層
』
の
中
に
も

穿

重

石

春
棺
乾
穿
用

歩

容

爾

後
件
躍
乾
安
部
明

(横
件

へ
滞
二
同
月
ノ
意
ナ
リ
)

.RT
と
部
FE
L

吐
覇

よ
り
料

刺

し

～".
赦
T
t
叩
け
罫
hrJ
こ
し
.は
､
璃
院
朋
有
の
邦
訳
かTj糾
原
料
-･v
L
て
拭
伸
し

之
計
.製
材
せ
し

め
る
こ
と
で
あ
る
｡
但

し
こ
れ
の
み
で
は
そ
の
寺
院
所
要
の

.[
年
間

i
定
量
の
新
の
原
料
穿
栗
を
悉
-
其
の
寺
院
よ
り
頼
供
し
た
る

か
香
か
は
櫓
ほ
明
確
で
な
い
｡
之
を
明
に
せ
む
に
は
或
る

1
年
度
の
出
納
細
目
の
漏
れ
な
く
通
有
す
る
根
本
史
料
に
掘
り
て
考
察
せ

た
け
がし
ぼ
な
ら
ぬ
｡
此
の
意
味
よ
り
し
て
併
威
第
武
C
L四
九
裾
紙
背
の

『
浄
土
専
直
読
保
護
手
下
諸
色
出
現
破
陳
腐
』
は
貴
茸
史
料

で
之
化
は
同
光
二
年
度
の
出
納
奄
部
が
記
載
せ
ら
れ
て
居
る
｡
そ
の
頑
槌
に
換
供
の
為
の
寛
刑
番
は

奔

串
拾
碩
動
尉

東
西
柄
庫
春
櫨
新
開

歩

柄

項

式

的

春
穏
曲
折
用

歩

容

萌

秋
権
助
新
用

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頒
頗
地
方
沸
教
寺
院
の
碩
硝
碍
管
に
就
き
て

第

7
巷

八
五
九

第
四
新

九
九



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
煙
地
方
係
数
寺
院
の
破
帽
経
皆
に
就
き
て

第

1
巻

八
六
〇

第
四
就

一〇〇

と
あ
る
｡
然
ら
ば
前
後
三
周
の
支
出
に
て
穿
計
四
拾
六
碩
萱
封
で
あ
る
｡
此
の
年
の
酢

･
免
軒
収
納
量
は
前
掲
の
通
-
酢
車
拾
項

瞳
科

白
年
番
鎧
入

･
鹿
&
1桐
碩
武
舛

白
年
春
碇
入

･
鹿
新
参
碩
伍
封

秋
櫨
人
に
て
窮

･
鹿
窮
通
計
四
十
六
碩
象
糾
'
他
に
教

捌
碩

白
乍
琳
槌
酢
人
が
あ
り
で
猷
を
も
合
併
す
れ
ば
総
計
五
十
四
碩
参
掛
で
あ
る
G
褒
某
を
痢

･
劫
に
楽
㌻
る
場
合
'
奔
質
の
精

粗
の

華

警
禦
げ
積
捌
党
略
の
食
繊
度
の
苧

蔀1U
岸
蘭
発
汗
の
精
錬
の
苧

卦
粉
の
触
裸
の
撃

鮎
紛
中
の
取
轍
1%,株
の
精
錬
L:.達

=

硬
磁
の
石
質
の
差
な
ど
の
微
妙
な
る
関
係
に
由
-
て
一
定
量
の
奔
よ
-
製
出
せ
し
穿
粉
の
分
量
は
常
に
解
釈
に
は
等
し
-
な
い
が
'

大
髄
に
於
て
l
定
の
法
則
は
存
す
る
箸
で
あ
る
｡
然
ら
ば
支
那
に
放
て
盲
衆
参
冥

1
石
を
粉
末
と
葛
さ
ば
普
通
に
略
ぼ
幾
何
量
の
新

教
を
得
ら
れ
る
習
慣
な
-
し
願
.
新
郎
ち
奔
粉
の
こ
と
は
夙
に
後
漠
の
許
慨
の

『
設
丈
解
字
』
に
新
芽
末
也
｡
禰
前
垂
｡
と
し
て
規

は
れ
て
以
造
･
『
北
史
』
の
豊

蒜

億
に
鋳
造
の
粛
合
に
米
酌
を
用
ふ
LO
と
か
'
『
障
書
』
b
l官
志
に
後
背
の
司
県
寺
に
麹
柄
部
あ
り

て
食
料
と
し
て
の
変
粉
塵
理
に
閲
典
す
る
官
吏
存
在
し
た
り
と
か
'
厨
の
劉
練
の

『
障
唐
嘉
話
』
に
情
の
僕
射
高
額
が
毎
に
盤
に
新

を
盛
-
て
臥
側
に
置
き

1
公
事
を
息
ひ
得
れ
ば
鎌
ち
そ
の
上
に
之
を
著
し
､
翌
朝
之
を
記
録
と
し
て
携
帯
入
朝
し
て
政
治
に
賓
施
し

た
り
と
か
'
『
唐
著
』
后
妃
億
に
玄
宗
の
皇
后
王
氏
が
愛
寵
の
衰
へ
た
る
を
嘆
き
玄
宗
に
向
仏
て
我
等
先
輩
の
若
か
-
し
日
あ
な
た

の
環
に
我
が
父
王
仁
睦
が
紫
の
半
管
を
脆
い
で
1
斗
の
酢
の
買
入
金
に
あ
て
あ
な
た
の
生
日
の
硯
の
揚
餅
を
H
屈
し
た
と
と
を
念
は

な
い
の
か
と
泣
い
て
日
つ
た
と
か
'唐
の
鳩
勢
の
『
雲
仙
雑
記
』
に
居
の
順
宗
の
時
劉
南
錫
が
時
め
い
て
毎
日
到
着
す
る
数
千
通
の
曹

静
の
返
書
を
封
誠
す
る
W
.
日
日
糊
用
と
し
て
1
7T
宛
の
酢
を
消
費
し
た
り
と
か
'
此
の
種
の
変
粉
に
閲
す
る
記
載
は
支
那
書
籍
に

召
見
し
'
ま
た
唐
の
章
互
源
の
『
食
詰
』
に
於
け
る
婆
羅
門
堅
最
新
'
鄭
望
之
の
『
膳
夫
錐
』
に
於
け
る
菅
章
新
'
甫
宋
の
孟
元
老
の

『
東
京
夢
肇
鋒
』
に
於
け
る
転
学
窮

･
桐
皮
窮
の
如
き
食
品
と
し
て
の
記
載
も
牧
草
に
遥
な
い
程
瀞
多
し
い
が
'
不
可
思
議
に
も
､



.
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-V
､蓄

t
.

.

奔
畳
項
を
塵
に
か
け
て
粉
と
駕
さ
ば
幾
何
量
の
酔
即
ち
粉
変
と
幾
何
量
の
数
即
ち
穿
層
皮
と
が
得
ら
れ
る
か
て
ふ
こ
と
を
記
し
た
も

の
が
見
嘗
ら
ぬ
｡
胡
り
て
変
に
関
す
る
記
載
の
方
面
よ
り
見
て
も
､
『
毛
詩
』
郡
風
の
桑
中
の
詩
'
『
碓
記
』
の
王
制
篇
'
『
周
薩
』
の

天
官
真
贋
の
備
以
下
'
明
の
李
白
珍
の

F
本
草
綱
目
』
小
変
の
候
な
ど
'
記
載
は
豊
富
で
あ
る
が
'
こ
れ
亦
私
の
要
む
る
記
載
は
容

易
に
見
営
ら
ぬ
.
比
の
間
に
あ
-
て
私
の
債
に
寓
目
し
得
た
も
の
は
復
改
の
貰
思
細
の

『
葬
民
要
術
』
に
青
稗
変
の
JJ
と
を
記
し
て

市
場
藩

論
打
時
稗
雛
｡
雌
伏
日
月
確
錨
濁
o

有
毎
十
畝
.
月
稽
八
斗
｡
輿
大
葬
同
時
熱
｡
好
収
四
十
石
｡
石
八
九
斗
粥
｡
堵
作
如
及
餅
髄
｡
甚
芙
磨
組
志
簸
叡
C
鋤
〓
退
任
｡
不
鋤
亦
借
｡

な
る
記
述
が
あ
る
O

此
の
青
和
姦
と
は

今
日
山
東
省
地
方
に
て
変
を
椎
と
稀
す
る
よ
-

見
る
と
や
は
-
変

の
l
稜
で
'
或
は
佃

奔

･
終
審
と
も
具
構
す
る
か
ら
'皇
国
の
大
葬
で
あ
る
か
と
恩
は
れ
る
が
F
鬼
に
角
此
の
背
稚
奈
は
良
質
で
殆
ど
居
が
銀
-
.
萱
石
よ

工
開
物
』
上
怨
.
粋
相
帯
四
の
故
灘
の
僻
に
臓
mq
･lJ
J大
葬
は
粉
に
す
る
,LJ
･･tJ
は
十
が

一
で
'大
部
分
は
粒
子
の
億
で
飯

に飲
ぐ
が
¶

小
賓
は
殆
ど
新
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
述
べ
て

凡
小
穿
.
既
頗
之
鷲

以
水
泡
洗
.
塵
垢
浄
壷
o
ヌ
複
咽
乾
O
然
後
入
磨
.
凡
小
穿
.
有
柴
草

】種
｡
柴
勝
於
黄
｡
凡
住
宅
毎
石
得
粥

盲

二
十

即
d
劣
者
墾

二
分
之

r
也
C

と
あ
る
｡
肋
の
字
は
本
来
筋
と
同
じ
意
で
'
筋
骨
を
納
骨
と
も
昔
-
が
'
支
郡
俗
間
で
は
斤
桶
の
斤
の
字
に
借
-
相
ふ
･TQ
か
ら
'

此
鹿
の

1
百
二
十
肋
は

1
百
二
十
斤
で
あ
る
｡
瞭
つ
て

『
天
工
開
物
』
の
謂
ふ
意
は
'
良
質
の
小
変
萱
項
を
製
粉
す
る
と

l
雪

f十

斤
の
酢
を
得
ら
れ
'
劣
等
品
種
な
ら
ば
八
十
斤
の
窮
を
得
ら
れ
る
と
謂
ふ
意
で
'
劣
等
品
種
の
小
歩
の
酢
製
出
量
の
記
載
法
よ
り
推

想
す
れ
ば
'
良
質
の
小
変

1
石
よ
り
得
る
HZ[二
十
斤
は
純
酢
で
そ
の
他
に
若
干
の
数
も
あ
る
薄
で
'
し
か
も
衆
意
は
何
等
記
す
る
所

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
放
題
地
方
債
教
寺
院
の
碩
帽
経
皆
に
就
き
て

第

一
審

八
六

f

第
四
折

)
0
1



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
頒
娃
地
方
件
数
寺
院
の
硬
硝
粍
皆
に
就
き
て

第

1
番

八
六
二

第
四
肪

1
0
二

が
な
い
の
み
な
ら
ず
'
原
小
番
は

一
石
と
い
ふ
容
積
量
に
て
記
し
.
窮
は
首
二
十
斤
と

い
ふ
重
量
を
以
て
記
し
て
あ
る
か
ら
'
小
変

1
石
の
貫
量
か
或
は
知
百
二
十
斤
の
容
積
豊
か
が
明
な
ら
ざ
れ
ぼ
.

雨
着
を
比
較
し
て
そ
の
増
減
関
係
を

測
定
す
る
こ
と
が
出
帝

や
t
L
か
む

『
天
工
開
物
.山
の
記
故
に
て
は
明
代
の
変
数
衝
を
以
て
す
る
小
番

一
石
の
糞
億
も
翻

i
升
の
茸
恩
も
共
に
託
し
て
触
Ft

か
jh
LI.
折
角
の
記
-a
Jも
小出
て
は
藷
輔
と
L
tiJ
研
究
に
塀
伴
す
る
こ
と
が
出
非
聖

堂
燕

t=
準
.iB=
雪
柳
』
に
T;1
大
変
ら
し
い
か
ら
直
忙

以
て
小
変
の
堵
A
｡
の
会
故
に
な
し
得
ら
れ
ず
､
総
局
今
ま
で
寓
目
し
た
る
支
部
記
録
に
て
は

-
石
の
小
番
よ
り
幾
何
容
積
量
の
酢
と

数
と
を
製
出
す
る
の
が
普
通
習
慣
な
る
か
之
を
的
確
に
謂
ふ
と
と
が
出
来
ぬ
詩
で
'
寛
に
皇
国
に
於
け
る
現
代
の
変

･
新
関
係
よ
･p

之
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
JJ
と
と
な
る
の
で
あ
る
o
皇
国
現
代
に
於
て
は
へ
大
鯉
小
変
茸

-
升
の
重
量
は
三
百
五
十
七
匁
内
外
で
小

穿
粉

1
升
の
そ
れ
は
二
軍

i十
匁
内
外
な
る
が
普
通
で
あ
-
~
而
し
て
1
升
の
小
変
章
の
重
量
JJ
之
を
粉
に
し
て
生
じ
た
る
数
を
も

混
入
せ
る
酢
の
重
量
と
は
等
し
か
る
べ
き
筈
で
､容
積
に
於
て
の
み
業
具
を
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
､
右
の
各
重
畳
よ
り
計
算
す
る
と

小
罪

一
升
は
粉
と
な
れ
ば

1
升
六
合
強
と
な
る
｡
即
ち

1
斗
の
小
穿
よ
-
約

一
斗
六
升
の
部
粉
が
得
ら
れ
る
｡
我
が
史
畢
部
史
単
科

陳
列
館
の
職
員
村
枚
五
千
漁
民
が
私
の
研
究
の
駕
に
好
意
を
寄
せ
ら
れ
て
特
に
京
都
府
変
岩
郭
岩
倉
村
の
公
設
信
用
販
賛
購
買
利
用

組
合
の
小
変
粉
製
造
係
貞
山
岸
久
太
郎
氏
に
質
さ
れ
た
賛
際
事
情
に
擦
る
と
､
萱
斗
の
小
変
よ
-
約
二
貫
七
百
匁
の
酢
粉
と
約
萱
貫

匁
の
歎
と
を
得
ら
れ
る
と
謂
ふ
.

二
貫
七
百
匁
の
酢
粉
は
茸
斗
二
升
二
合
張
'

萱
貫
匁
の
教
は
約
三
升
五
合
な
れ
ば
'

両
者
通
計

萱
斗
五
升
七
合
鋲
で
'
私
が
小
琴
箕
と
酢
粉
と
の
各

i
升
の
重
量
よ
り
換
算
し
た
る
比
率
と
略
ぼ

一
致
す
る
を
見
る
｡
此
の
理
論
よ

り
前
端
の
挿
土
寺
直
歳
保
護
手
下
支
出
奔
の
四
拾
六
碩
空
尉
を
酢

･
免
酢
に
換
算
す
れ
ば
'
七
十
三
萌
七
斗
六
升
と
な
る
管
で
あ
る

が
J
其
の
年
保
護
の
収
納
せ
る
新

･
鹿
部
計
四
十
六
碩
参
料
'
教
を
も
加
へ
て
は
総
計
五
十
四
碩
参
封
で
拾
九
頓
四
斗
六
升
も
不
足



す
る
｡
ま
た
悌
固
辞
武
〇
四
九
鱒
紙
背
の

『
浄
土
寺
直
義
顧
連
子
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
の
長
興
元
年
定
の
完
全
記
載
出
嗣
麿
に
壊

れ
ば
､
現
碇
に
操
供
の
寛
の
穿

･
粟
支
出
は

変

位
給
碩

資

金

碩

賓

津

碩

巽

南

碩

看
破
淘
穿
痢
用

春
碓
鹿
柄
用

充
確
秩
用

(裸

ハ
奔
ノ
意
ナ
リ
)

充
確
裸
用

と
あ
り
て
奔
粟
通
計
五
十
九
項
で
あ
る
.
之
も
右
の
比
率
に
て
計
算
す
れ
ば
窮
七
拾
二
項
八
合
飴
'
殊
拾
七
萌
七
斗
穂
計
八
拾
九

覗
七
斗
八
升
教
得
る
管
で
あ
る
e
叔
る
忙
願
連
の
記
し
漁
る
長
興
元
年
度
の
新
附
収
入
の
保
に
は
樽
拾
玖
碩
陸
封
の
朗

･
参
萌
歎
酎

八
升
も
不
足
す
る
ひ

更
に
之
を
穿
粟

1
斗
忙
づ
き
て
計
算
す
る
と
'
原
審
粟
四
拾
六
萌
を
粉
と
せ
し
時
の
窮

･
款
の
不
足
意
拾
九
碩

四
斗
六
升
で
､

l
斗
苦
り
約
四
升
二
合
の
不
足
と
な
-
､
原
資
粟
五
拾
九
頓
を
粉
と
せ
し
時
の
斯

･
数
の
不
足
量
式
拾
四
琴

1斗
八

升
で

T
斗
嘗
り
約
四
升

7
合
頭
の
不
足
と
な
る
｡
即
ち
直
歳
保
護

･
願
達
の
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
そ
の
不
足
量
に
l
定
の
共
通
原

則
が
存
す
る
を
知
る
｡
然
か
も
之
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
思
は
る
る
か
ら
'
昔
時
背
土
寺
よ
り
線
供
せ
し
穿
粟
は
少
々
質
が
惑

い
か
.
兎
に
角
種
々
の
原
因
に
よ
-
で
t

T
T
が
牢

教
通
計
的
萱
斗
六
升
を
製
出
し
得
る
普
通
の
現
象
と
は
異
な
り
て
'
辞
姦

通

計
約
萱
斗
二
升
ば
か
-
か
製
出
し
得
ぎ
-
し
こ
と
を
知
る
o
私
は
考
詮
の
必
要
上
理
論
的
に
計
算
し
て
右
の
如
-
葛
っ
た
の
で
あ
る

が
'
若
し
畢
初
よ
-
'浄
土
寺
の
穿
葉
が

l
斗
よ
-
釈

･
数
計
空
尉
二
升
し
か
製
出
し
得
ら
れ
ぬ
と
謂
ふ
史
料
が
存
し
た
る
な
ら
ば
'

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
墳
億
地
方
沸
教
寺
院
の
碗
硝
煙
蟹
に
哉
き
て

第

7
番

八
六
三

第
四
放

1

〇三



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
俳
教
寺
院
の
額
柑
搾
皆
に
就
N
,て

第

l
蕃

八
六
四

第
四
郎

1
〇
四

之
を
以
て
計
算
す
れ
ば
保
護
及
び
願
達
の
支
出
穿
冥
と
そ
の
収
入
新

･
蓮
数
酢

･
雛
と
の
項
射
升
畳
の
相
関
関
係
が
容
易
に
解
決
し

得
ら
れ
た
筈
の
も
の
で
あ
っ
た
｡
研
究
の
解
約
的
結
果
を
以
て
其
の
本
源
を
解
樺
す
る
と
と
は
尋
問
的
で
は
な
い
か
ら
'
茄
に
之
を

述
ぶ
る
は
革
に
理
解
を
斯
け
る
席
の
補
助
的
説
明
と
し
て
附
加
し
た
る
史
で
で
私
の
論
旨
LfJ
は
な
い
が
､
兎
に
角

山
斗
の
寮
采
を
粉

と
ら
J

〔
虻
円引
賢
酌
つ
印
1J
-

.
ト
二
.メ
LL･･･r>
rT
･i
･ニ
ト
l､
し
=

に
似
せ
る
朔
象
で
.
､ま
と
し
て
前
述
打
歩
策
質
の
精
僻
の
差
の
上
に
合
襟
度

･
封
粉
の
精
鹿

"
測
定
商
量
牲

･
取
救
方
淡
の
精
粗
な

ど
の
差
も
微
妙
に
作
用
し
て
斯
-
成
-
し
も
の
な
ら
む
と
考
へ
ら
る
る
を
以
て
'
私
は
寺
院
よ
り
変
粟
を
捉
供
し
て
製
粉
せ
し
め
て

納
入
せ
し
め
た
も
の
が
所
謂
白
年
番
確
入

･
白
年
秋
塩
入
の
収
納
部
数
で
'
比
の
目
に
て
収
納
せ
ら
れ
て
居
る
窮

･
数
の
原
料
穿
罪

は
基
部
そ
の
寺
院
よ
-
提
供
す
る
習
な
-
し
も
の
と
解
す
る
者
で
あ
る
｡
而
し
て
斯
-
し
て
製
出
収
桐
せ
ら
る
る
酢

･
教
特
に
酢
は

そ
の
大
部
分
が
鱒
綻

･
胡
餅
な
ど
に
調
理
せ
ら
れ
て
.
そ
の
寺
院
居
住
の
僧
侶

･
沙
滴
の
l
年
間
に
畢
す
る
食
料
の
1
年
に
充
骨
せ

ら
れ
た
る
も
の
な
る
を
信
す
る
の
で
あ
る
｡
寺
院
よ
り
捉
供
す
る
所
の

1
年

一
定
量
の
寧
菜
を
製
粉
す
る
場
所
は
後
に
論
澄
す
る
通

り

植
戸
で
あ
る
が
'
傍
観
第
金
武
参
四
競
倣
煙
文
書
の
紙
背
に
あ
る

『
浄
土
寺
鷹
慶
於
願
蓬
手
上
文
庫
日
巳
後
所
収
奔
麿
』
の
中
に

臆
巌
於

願
連
子
上
交
庫
日
得
穿

T.
首

1
十

六石

二
月
八
日
得
要
所
石
五
斗

f･,

春
化
食
奔
四
石
二
斗

安
押
牙
社
奔
四

斗
･

供
涼
州
滑
油
酔
客
得
参
内
石
四
斗

通
計
春
前
変

一
百
二
十
五
石
五
斗

内

税
豹
変
四
十
七
石
三
斗

碇
鹿
酢
孝

二
石

JJ
あ

-
て
'
収
納
奔

t
百
二
十
五
石
五
斗
の
中
に
嘩
戸
に
提
供
す
べ
き
碇
新
参
と
改
定
さ
れ
た
も
の
四
十
七
を

二
T
.
塩
魚
酔
夢



p
.書
i

i

t
t一事
t
一
量

1
雷
雷
t

と
預
定
さ
れ
た
も
の
三
石
を
特
に
認
明
し
て
あ
る
こ
と
は
'
愈
々
以
て
そ
の
然
る
こ
と
を
琵
譲
だ
つ
る
も
の
と
息
は
れ
る
.
こ
れ
は

そ
の
寺
院
居
住
の
僧
侶

･
沙
潤
重
点
の
食
糧
用
の
薦
で
あ
る
か
ら
'
名
稀
上
で
は
頑
程
よ
り
の
収
入
で
は
あ
る
が
寺
院
と
し
て
は
決

し
て
営
利
的
利
益
と
し
て
収
納
し
得
ら
れ
た
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
甚
だ
明
確
で
あ
る
.

然
れ
ど
も
寺
院
や
勢
門
が
頑
櫨
を
経
営
す
る
場
合
'
革
に
自
寺

･
自
家
の
食
糧
相
と
し
て
必
要
な
る
量
の
穿
粉
を
製
造
す
る
鴛
の

み
を
目
的
と
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
.

彼
等
の
競
払
て
之
h
l設
置
経
営
し
'

洪
命
を
犯
し
て
ま
で
も

之
を
葛
さ
む
と
せ
L
は
'
自

寺

･
自
家
の
食
糧
用
の
穿
粉
製
造
以
外
に
多
大
の
利
益
を
獲
得
し
得
ら
れ
た
る
が
葛
で
あ
る
.
白
寺

･
自
家
用
の
み
の
穿
粉
製
造
で

は
自
ら
そ
の
所
要
量
に
限
度
が
あ
-
､
殊
に
水
屑
の
場
合
は
日
夜
を
通
じ
て
送
籍
製
粉
し
碍
ら
る
る
な
れ
ば
､
折
角
之
を
設
置
し
て

も
質
問
年
間
の
八
割
･九
割
ま
で
も
そ
の
運
賭
製
相
磯
轡
で
休
閑
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
?
新
し
斯
′
＼
か
細
を
資
偶
な
=
ノL
は
h
lば

謹
告
を
犯
し

ソ
‥
pn
r'

.ハ
｣ん
が
兜
抑
何
僻
の
如
-
営
利
頚
課
と
し
て
茸
蟹
が

ら
れ
る
筈
も
無
い
津
で
あ
る
o
然
ら
ば
式
に
常
面
の
問
笛
と
せ
る
寺
院
の
堺
横
顔
蛍
方
法
は
果
し
て
如
何
な
-
し
か
と
謂
ふ
に
､
そ

の
詳
細
な
る
経
営
候
規

･
頑
確
記
錦
の
秋
如
せ
る
今
日
と
て
'

山
草
に
之
を
知
る
こ
と
が
出
奔
ぬ
｡
之
は
如
何
し
て
も
寺
院
随
係
文

書
特
に
寺
院
骨
計
出
納
支
署
等
に
規
は
る
る
零
細
な
る
常
時
の
根
本
史
料
を
鎖
接
し
て
判
断
す
る
よ
り
他
に
方
法
が
舞
い
O
私
は
比

の
方
法
に
凍
り
て
之
を
探
究
し
.
締
約
し
て
得
ら
れ
る
結
果
,nLJ
山
試
案
と
し
て
茨
に
摸
出
せ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
｡

中
晩
唐
時
代
の
み
な
ら
ず
'
磨
-
唐
代
に
於
け
る
頑
鎧
殊
に
そ
の
ig
碩
積
は
滞
概
用
水
疏
通
の
目
的
よ
-
地
方
官
窯
が
或
る
程
度

の
製
肘
を
加
へ
'
甚
だ
し
き
も
の
に
は
頂
去
を
命
じ
た
る
こ
と

『
唐
代
水
部
式
残
金
』
の
規
定
並
に
前
掲
の
史
書
の
語
る
朗
な
れ
ば

事
賛
上
地
方
官
憲
の
免
許
を
要
し
'
自
由
に
濫
設
す
る
こ
と
懲
得
な
か
っ
た
O
唯
水
力
に
掠
ら
ぬ
朗
謂
陸
頑
は
牛
馬
力
を
以
て
同
韓

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
域
煙
地
方
沸
教
寺
院
の
碩
椙
搾
皆
に
裁
き
で

第

7
着

八
六
五

第
四
践

T
〇
五



申
塊
唐
時
代
に
於
け
る
煉
煙
地
方
伊
教
寺
院
の
礁
椙
経
皆
に
就
き
て

第

1
巷

八
六
六

第
四
軟

1
〇
六

す
る
な
れ
ば
'
こ
れ
は
自
由
に
設
備
し
得
た
と
想
は
る
る
が
'
之
に
は
牛
馬
の
飼
育
費
を

要
し
'

経
済
的
に
は
あ
ま
り

有
利
な
ら
ざ

れ
ば
'
寺
院
な
ど
に
て
設
く
る
も
の
は
大
概
水
頑
で
あ
っ
た
と

思
は
れ
る
｡
そ
の
設
置
場
所
は
､
『
居
合
宴
』
巻
八
十
九
'
碇
蔵
の
保

に
.
患
宗
峰
代
の
寺
院
の
横
桟
に
関
し
て

元
和
上1.弔
正
月
二
L{城
描
修
｡

有
精
以
荘
帽
絶
快
投
｡
輝
駐
韓
溝
耐
輿
H
c
縫
米
桝
約
8
韓
市
況
桃
｡
策
硝
椛
帝
妹
と
力
C
靴
軒
下
撫
賢
,･tl･;

必
不
可
詐
e
礁
lLJ｡

と
あ
-
て
荘
櫨
の
名
が
規
ほ
れ
て
居
る
｡
之
は
碍
桂
が
寺
院
所
有
の
糞
耕
碓
即
ち
妊
園
内
に
あ
る
と
と
を
示
し
'
荘
園
内
に
巷
る

こ
と
は
即
ち
荘
園
内
の
農
耕
小
作
人
の
豪
に
設
-
る
こ
と
を
示
す
｡
寺
院
が
経
営
し
て
そ
の
工
場
を
荘
園
内
の
小
作
人
の
中
の
豪
に

置
く
の
で
あ
る
.
之
を
要
地
に
詮
接
だ
つ
べ
き
貴
重
な
る
史
料
は
'
唐
の
文
京
時
代
に
今
の
山
西
省
代
州
の
五
基
山
よ
-
扮
水
の
托

域
に
傍
ひ
て
西
南
行
程
を
取
-
長
安
に
入
京
せ
む
と
し
て
今
の
伊
州
を
経
て
太
原
府
稚
方
を
放
行
せ
し
我
が
慈
覚
大
師
圃
仁
の

『
入

唐
求
還

鷲

記
』
讐

｢

開
成
五
年

鮎
聖

諾

.〇
粥

七
月
十
二
日
の
保
に

〔
七
月
〕
十
二
日
.
五
定
常
｡
行
肝
五
里
.
別
自
壊
吐
最

院
.
新
中
｡
電
灯
十
五
里
o
到
三
変
解
欧
O
攻
入
定
髄
帯
群
D
見
水
敬
｡
名
筆

二
焚
僻
｡

更
行
十
五
里
｡
到
古
城
普
通
院
宿
｡

と
あ
る
記
載
で
あ
る
｡

定
覚
寺
正
は
定
覚
寺
所
有
の
敢
園
で
あ
る
が
'
仮
に
之
を
地
名
な
り
と
解
し
て
も
'
そ
の
群
呼
の
起
源
は

定
覚
寺
所
有
農
耕
地
の
荘
園
あ
-
L
が
窯
で
あ
-
､
而
し
て
そ
の
地
域
内
に
水
頑
が
存
す
る
の
で
あ
る
｡
唐
代
寺
院
の
荘
園
円
に
頑

鎧
の
設
け
ら
る
る

1
般
風
習
の
題

ぬ
か
り
L
を
知
る
べ
き
で
あ
る
.
そ
の
頑
碇
設
置
に
就
い
て
は
悌
圃
等
式
○
金
武
涜
紙
背
の

『洋

土
寺
西
倉

司
願
勝
廉
進
等
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』

の
支
出
の
項
に



･-･～
-.･･･J･‥
･P･･毒
･毒

油

壷
勝

買
碓
相
耳
用

折

畳
封
伍
升

錯
戟
及
政
戟

博
士
食
用

(
此
尭

ノ
博
士

ハ
技
術
者
工
匠
ノ
意
ナ
リ
)

備
男

票

〇
七
鋸
の
偶
宗
の
中
和
四
年

弛
聖

詣

岩

音

の
年
紀
あ
る
安
雲

の

『
上
空

震

音

等
牒
』
七

穿
伍
射

粟
伍
射

修
硝
櫨
用

油
萱
勝

粟
陸
糾

新
参
封

八
日
修
億
稽
用

多
望
碩
砕
料

粟
萱
項
車
射

拍
車
勝

者
棺
槽
破
用

変
桐
碩
萱
鮮

葉
柄
項

油
空
尉
壁
際

碓
槽
了
日
徒
衆
琵
博
士
用

(
博
士

ハ
は
技
術
者
工
匠
ノ
軍

設

ハ
招
宴
ノ
意
ナ
V
V

II.
▲.,,)-ト

･-
_
-I/.

辞
fE
糾

拍
車

聯

粥

陸
相

輪
湖
偶
娩
明

菜
豊
頃
嘩
舛

穿
資
碩

揮

射

貫
耀
衝
天
木
桶

穿
豊
頃
帝
掛

買
硝
老
鳩
木
用

マ,

莱
瞳
頓
嘩
尉

随
穏
男
根
剰
及
修

櫨梱相

変
位
喝
陸
牌

冥
帝
碩
玖
鮮

線

水
利
舶
律
衆
衿

放

†･

奔
於
碩

粟
車
項

線
穏
破

修
舗
魔
徒
衆

衿
放

其
年
税
晩
行
斡
放

資
所
領
空
尉

修
碓
舎
及
椿
用

変
巣
項

･練
槽
破
玲
故

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
俳
教
寺
院
の
碩
梢
罪
皆
に
就
N
J
T

弟

一
巻

八
六
七

第
四
折

7C)七



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
旭
煙
地
方
俸
教
寺
院
の
破
帽
経
皆
に
就
き
て

第

一
審

八
六
八

第
四
舵

一
〇
八

葉
柄
碩
捌
鮮

新
造
桂
稽
慣
用

奔
萱
碩

衝
天
∩
木
〕
償
用

務
畝
碩

粟
串
項

線
塞
象

7
挙
穏
不
朽
従
来
衿
放

持
牧
J
J
は

槻

坊

津

肺

の

窓
の

餌
代
俗
語
tT
あ
i･㌔

俄
は
同
紙
の

町.安
鹿
｣や
上
座
勝
啓
等
秋
』l
に

発
会
糾

穿
茸

射

鮮
登
別

油
年
升

関
税
門
日
柄

新
堂
碩

拍
車
升

粟
萱
硬

式
封

修
造
輪
食
周

知
萱
碩

抽
象
升

粟
萱
項
就
射

修
碇
輪
用

ま
た
悌
図
第
式

〇
四
九
暁
紙
背
の

『
滞
土
寺
直
裁
顧
達
手
下
諸
色
出
現
破
除
暦
』
に

粟
空
尉

頑
傘
婁
綿
舶
用

な
ど
の
諸
支
出
目
あ
-

oそ
の
碓
頬
耳
は
槽
椎
の
木
枠
を
支
ふ
る
も
の
に
し
て
'
槽
椎
と
は
碓
棺
に
棺
を
作
-
水
を
受
け
て
以
て

香
-

l
種
の
綱
椎
で
'
穀
貴
を
粉
末
と
薦
し
得
る
臼
で
あ
る
o
堤
槽
は
石
禍
を
受
け
て
穀
茸
を
破
砕
す
る
場
所
'
衝
天
木
は
中
央
に

柏
て
禍
改
む
支
ふ
る
%
'軸
'
桔
老
柏
木
は
精
確
の
鴇
木
枠
.
櫨
輪
は
鎧
を
同
時
す
る
原
動
力
の
水
を
激
受
し
て
日
韓
す
べ
き
輪
'
穀

は
輪
軸
よ
り
放
射
し
頑
を
動
か
す
環
の
も
の
で
､
何
れ
も
糟
碓

･
頑
廉
の
部
分
的
名
稀
で
あ
る
｡
比
等
の
新
造
や
修
繕

･
買
入
に
際

し
そ
の
費
周
を
悉
-
寺
院
の
経
費
に
て
負
措
し
て
居
-
.
そ
の
修
繕
終
了
の
際
の
関
係
者
の
慰
労
飲
食
費
､
水
力
弱
き
篤
導
水
設
備

を
改
良
し
た
る
際
の
閲
係
僧
侶
の
慰
歩
合
食
費
'
穏
舎
修
繕
費
な
ど
も
悉
く
寺
院
合
計
の
負
槍
に
て
支
辞
し
て
居
る
と
と
か
ら
観
る

と
'
頑
桂
の
設
備
費

･
修
繕
費
は
悉
-
寺
院
合
計
に
出
づ
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
O
即
ち
寺
院
の
直
接
経
営
な
の
で
あ
る
｡
と
れ
即



i

,

.

.

.

･

-

ノ
号

･_毒

圭

一
l
t

t
雷
1

t
雷

雷
暮

f

t
一
I
一
一

I

[

･

も
静
謁
の
傍
観
弟
巷
七
七
九
競
紙
背

の

『
祐
乗
靖
帖
』
に
撃
冗
寺
の
僧
侶
沙
涌
穏
動
月
に
て
八
角
積
漣
の
大
掃
除
を
為
せ
る
忙
照
藤

す
べ
き
で
あ
る
｡
戯
ら
ば
且
品
の
頑
権
道
韓
経
営
即
ち
H
場
技
術
及
び
工
場
事
務
は
誰
が
行
ふ
の
で
あ
る
欺
｡

俳
囲
第
武

○
垂
式
塘
紙
背
倣
煙
文
書

『
甲
辰
年

小
月
己

〔後
〕
直
表
意
安
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
の
支
出
細
目
の
中
に

7ヽ

窮

一
斗
五

菜

1
斗

1
升

油

1
升

達
食
硯
櫨
上
着
博
士
用

(
看
ト
ハ
招
宴
饗
雁
ノ
意
ノ
唐
代
俗
語
ナ
リ
)

同
視
紙
背
の

『
将
士
寺
西
倉
司
願
勝
蹄
進
等
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
の
中
に

T
､

栗
壁
掛

清
酒

看
取
鎧
牒
博
士
用

妖

1
石
五
料

輿
櫨
博
士
用

頻
禰
頂

端
押
棒
輿
穏
博
士
用

親

許
.梢

結
Jl
粥
博
士

朋

な
る
諸

支
出
田
あ
-
.
文
飾
園
葬
式

,J
四

〇
競
紙
背
の

『
揮
土
寺
出
納
文
書
』
に
も

款

一
石

輿
撞
博
士
用

岡
焼
紙
背
の

『
乙
巳
年
正
月
廿
七
日
巳
後
藤
揮
戎
憲
子
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
に
も

東

l
斗
六
升

臥
酒

碓

酢
時

看
博

士
用

油

一
升
牛

畦
上
燃
燈
及

造
食

等

相

触
園
第
武
〇
四
九
競
紙
背
の

『
浄
土
寺
直
義
保
護
手
下
諸
色
出
現
破
除
暦
』
の
中
に

油
空
腸

磁
知
日
看
博
士
用

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
悌
教
寺
院
の
碩
硝
常
磐
に
就
き
て

第

7
巻

八
六
九

第
四
射

Z〇九



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
増
感
地
方
怖
歓
寺
院
の
鶴
柁
躍
皆
に
就
き
て

第

r
巷

八
七
O

第
四
戯

二
〇

荊
前
掛

達
胡
餅
辞
職

春
鎧
看
博
士
用

7
ヽ

新
式
射

郡
知
日
葉
時
衆

伶
食
用

(莱

ハ
斎
ノ
唐
代
俗
字
ナ
リ
)

な
ど
あ
り
'
同
戟
紙
背
の

『
博
士
寺
直
歳
願
達
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
に
も
･

歩

容

'5
.位
的

格

納
削
漕
二
牛
揮
軒
和
樹
Lx謀.陣
f

郡
家
尉

尉

縦

帯
塩
漬
博

士
精

油
豊
勝

者
春

碓
博
士
用7
､

油
萱
勝

程
上

秩
煙
及
秤
窮
妙
腰
桶

窮
式
料
伍
勝

春
植
新
着
博
士
用

ま
た
僻
圃
第
番
航
参
四
既
紙
背

の

『
王
貫
年
正
月

一
日
巳
復
啓
土
寺
直
読
沙
摘
願
通
手
上
諸
色
入
破
暦
』
に

油

一
升
牛

砥
酢
時
造
食
及
燃
燈
相

同
耽
紙
背
の

『
葵
卯
年
正
月

1
日
己
後
直
歳
沙
涌
騎
□
手
下
軒
破
暦
』
に

邦
武
的
五
升

穏
新
崎
迭
伐
食
用

悌
固
辞
五
五
武
九
拭
敬
蛙
文
書
二
手

三
榎
中
の
第
十
三
種
の

『
某
寺
出
納
暦
零
片
』
に

〔
三
月
〕
十
日

日
新
壁
掛

油
爾
合

修
造
精
液
料
看
博
士
用

な
ど
あ
る
｡
こ
れ
何
れ
も
寺
院
軽
解
よ
り
硬
結
の
為
に
支
出
し
た
目
で
あ
る
｡
而
し
て
臥
酒
と
は
慰
労
休
息
酒
'
署
と
は
招
待
婁

嬰
の
そ
れ

や
-唐
代
通
行
の
俗
語
'
博
士
は
唐
中
期
以
後
阜
ら

T
輩

1
能
に
通
達
す
る
者
を
呼
ぶ
軽
意
の
歌
碑
で
'
此
虚
に
て
柁
博



士
と
謂
ふ
は
頑
確
職
工
の
意
で
あ
ら
う
｡
頑
櫨
遅
滞
経
営
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
｡
凝
ふ
人
あ
り
て
或
は
謂
は
れ
む
｡
権
博
士
と
は

頑
櫨
を
琴
設
す
る
工
人
に
は
非
ざ
る
欺
｡
『
梁
戸
故
』
に
て
指
摘
さ
れ
た
如
く
修
寺
院
博
士
が
連
発
工
人
'
泥
匠
博
士
が
我
が
左
官

カ
ナグ

職
人
'
釘
鐸
博
士
が
金
具
職
人
'
釜
子
博
士
が
鋳
物
職
人
'
木
博
士
が
我
が
大
工
職
人
な
る
に
参
稽
す
れ
ば
桔
博
士
と
は
頑
穏
建
設

の
工
人
た
る
べ
L
と
｡
然
れ
ど
も
私
は
敢
て
之
を
頑
鎧
を
遥
蒔
し
て
製
粉
に
従
事
す
る
職
人
な
り
と
観
る
着
で
あ
る
｡
何
と
な
れ
ば

私
が

『
支
那
悌
数
史
畢
』
第
二
番
第

二

二
･
四
暁
に
牽
表
し
た
る

『
奥
戸
致
』
に
例
拳
し
た
る
通
-
､
轍
煙
文
書
所
見
の
泥
匠
博

士

･
釘
喋
博
士

･
洗
楳
博
士

･
療
治
悌
炎
博
士

･
釜
子
鳳
士

･
遁
沙
麻
博
士

･
錦
匙
博
士

･
御
飯
博
士

･
碧
比
義
博
士

･
造
火
虎
博

士
な
ど
は
何
れ
も
修
得
な
ど
彼
等
を
使
役
し
た
る
際
空
足
を
供
し
或
は
慰
勢
酒
を
輿

へ
た
り
し
た
記
録
と
し
て
硯
ほ
れ
て
居
て
.
何

れ
も

)
席
的
の
横
硬
関
係

であ
る
｡
,LJ
れ
そ
れ
･ぐ
･
の
韓
門
哉
術
エ
1
J允
る
AJ
と
,,tJyl.tt
す
･C
の
LP
lめ
る
6
賢

/
51.
声

1.｡､
..
A
TJ
.

…
ト
･iS
巾
HAit
カ
｣11
の
制
LJ

朋
機
嫌
説
技
術
Lj
<
.放
る
な
･･Lrlば
.
溺
端
の
鞘
偶

二
の
場
ム
=
･J等
し
-
.
禰
芯
修
燕
の
演
出
日
の
項
に
於
で
覇
桔
博
士
摺

･
柁
博
士

食
相

,･
確
博
士
三
時
食
用
な
ど
よ
硯
は
れ
~

.r
時
的
の
便
役

関
係
た
る
を
示
す
べ
き
記
載
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
｡
然

る
に
前
碑
の
如
く
'
修
碇
櫨

･
修
桔
柏

･
新
造
砲
槽

･
修
碇
輪
の
場
合
殆
ん
ど
桔
博
士
を
慰
芳
し
た
こ
と
が
見
え
ぬ
｡
唯

｢
錯
穀
戊

政
戦
博
士
食
用
｣
･
｢
鎧
槽
7
日
徒
衆
設
博
士
用
｣
の
二
例
が
あ
る
が
'
之
に
は
耀
博
士
と
は
無
く
'
草
に
博
士
で
あ
る
か
ら
'
前
者

で
は
木
博
士
郎
･,In
木
工
職
人
'
後
者
で
は
槽
碓
或
は
撮
棺
を
盈
設
す
る
木
工
或
は
石
工
と
解
す
べ
-
､
然
ら
ば
何
れ
も

】
時
的
使
役

の
工
人
で
あ
る
｡
之
に
反
し
て
槌
博
士
に
輿

へ
超
博
士
を
慰
努
饗
鷹
せ
し
場
合
は
鎧
痢
樟
･

春
桔
時
に
し
て
'
項
櫨
に
て
製
造
し
た

る
穿
莱
粉
約
人
に
際
し
て
の
こ
と
の
み
で
あ
る
か
ら
'
鎧
博
士
と
は
断
じ
て
製
穀
粉
職
工
で
'
常
に
頑
鎧
遥
韓
に
従
事
せ
る
常
雇
傭

閲
係
の
職
工
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
然
ら
ば
寺
院
の
直
接
経
営
と
し
て
そ
の
寺
院
所
有
の
荘
園
内
の
小
作
人
の
豪
に

二
固
虞
乃
至
敦

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
虐
地
方
憐
教
寺
院
の
礎
硝
帝
皆
に
裁
き
で

第

一
魯

八

七
7

第
四
競

7
〓



中
塊
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
俳
歌
寺
院
の
壌
椙
樫
皆
に
就
き
て

席

】
塔

八

七
二

籍
E
I
g
班

二

二

筒
底
常
設
せ
る
頑
権
に
は
常
雇

の
技
術
職
人
が
あ
り

て
専
ら
製
粉
に
従
事
し
た
JJ
と

が
知
れ

る
｡

こ
れ
が
常
時
確
博
士
と
呼
栴
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
O
然
ら
ば
碩
櫨
の
設
け
ら
れ
あ
る
小
作
人
の
豪
は
昔
時

1
殻
に
何
と
栴
せ
ら
れ
た
か
と
い
ふ
に
'
私
は
倣
蛙
碓
方
で

寺
院
潮
風
の
叔
佃
戸
を
油
衆
雪

路
し
て
一
般
に
発
声
と
呼
び
た
る
が
如
く

寺
院
所
属
の
製
奔
粟
粉
uL.を
確
穏
uTJ

略
し
て

一
般

に
趨
戸
JJ
呼
び
惜
た
る
も
の
と
息
ふ
｡
そ
の
謹
櫨
と
L
LrJ
指
摘
し
碍
･h･9
31
柿
木
兜
料
は
.
俳
図

解

碁

虻

C
J,
七

城

の

Er.攻
囲
韓

ij座
腰

背
等
状
』

の
中
に

窮
巣
餅

放
線
升

滑
萱
釜

徒
衆
鎧
戸
商
量
打
溝
口
日
用

と
あ
る
も
の
で
'

之
は
安
囲
寺
の
徒
衆
と
そ
の
経
営
に
係
る
碩
鎧
工
場
の
あ
る
鎧
戸
の
者
と
が
相
識
し
て
水
頑
へ
の
導
水
口
の
こ

と
に
つ
き
商
議
し
た
際
の
合
食
費
用
と
し
て
要
図
寺
の
骨
計
よ
り
支
耕
し
た
る
JJ
と
k
J示
す
D
無
給
此
の
砥
戸
の
家
は
安
圃
寺
の
荘

園
円
の
小
作
人
の
7
月
で
あ
る
｡
鎧
戸
の
名
は
浄
土
寺
閲
係
文
書
に
は
現
は
れ
ぬ
が
'
之
は
偶
然
の
こ
と
で
桂
戸
の
資
質
を
備
ふ
る

戸
の
存
し
た
こ
と
は
叙
上
の
諸
支
出
細
目
に
確
酢
の
こ
と
'
櫨
博
士
の
こ
と
の
習
見
せ
る
L)
と
に
徴
託
し
て
疑
を
容
る
べ
き
で
な
い

と
息
ふ
.
草
花
傍
観
質
券
〇
〇
五
紙
敬
蛙
文
書
の

『
某
寺
諸
色
出
現
破
陰
暦
凍
開
巻
』
に

□
入
射

桂
家
賃
絹
用

な
る
支
出
員
あ
-
'
此
の
絹
は
程
豪
私
用
の
駕
の
も
の
に
非
す
し
て
'
頑
鎧
経
営
遥
韓
に
必
要
な
る
絹

-
-例
せ
ぽ
節
用
と
し
て

或
は
碩
傘
用
と
し
て
1

な
り
し
馬
に
所
管
寺
院
の
費
用
に
て
買
入
れ
た
も
の
と
想
は
れ
､
此
の
桔
豪
は
即
ち
桔
戸
と
同
じ
意
と
思

は
れ
る
o
明
の
宋
鷹
星
の

『
天
工
開
物
』
巻
上
'
粋
精
第
四
の
債
に
､
頑
桂
に
か
け
て
製
出
し
た
変
粉
を
更
に
館
に
か
け
て
精
選
晶

と
す
る
こ
と
を
記
し
て



凡
穿
｡
辞
磨
之
彼
｡
幾
番
人
確
o
勤
者
不
厭
重
複
｡
薙
匡
之
底
｡
用
編
織
薙
地
絹
籍
之
｡
湖
頼
所
横
着
｡
霧
網
千
石
不
租
｡
著
他
方
奇
観
併
湾
｡

羅
百
石
而
己
朽
也
｡

と
あ
り
､
窮
を
精
選
す
る
駕
､
幾
度
も
鮪
に
か
け
て
こ
れ
を
漉
す
｡
そ
の
席
の
底
部
は
薄
い
絹
を
張
る
の
で
あ
る
か
ら
'
鎧
戸

･
縫

豪
に
綿
の
必
要
不
可
快
の
も
の
た
る
こ
と
甚
だ
明
確
で
'
益
々
以
て
礁
豪
が
櫨
戸
と
同
じ
意
な
る
こ
と
を
確
か
め
得
ら
る
る
の
で
あ

る
｡
鎧
豪

･
穏
戸
の
主
人
は
碩
棺
の
合
計
其
の
他
の
庶
務
を
塵
理
L
t常
雇
の
櫨
博
士
は
製
粉
技
術
事
務
に
従
事
し
､
共
に
所
管
寺
院

の
支
配
に
服
し
て
居
た
詩
で
あ
る
｡
所
管
寺
院
と
し
て
は
そ
の
頑
硝
設
備
費

･
修
繕
費
を
悉
く
魚
婚
し
た
が
'
硝
博
士
の
雇
傭
賃
金

は
之
を
寺
院
が
負
樟
し
た
る
か
権
戸
が
負
嬉
し
た
る
か
､
之
を
的
確
に
間
明
す
べ
き
根
本
史
料
は
未
k
I見
常
ら
ぬ
が
'恐
ら
-
は
相
月

に
て
負
据
し
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
歎
O
そ
の
理
由
と
し
て
二
あ
-
'
1
は
所
管
寺
院
所
要
の
卯
･連
教
針
な
ど
を
そ
の
寺
院
埴
供
の

穿
粟
に
て
製
嬉
し
之
計
砲
声
よ
-
誇
寺
院
に
嗣
入
す
る
時
に
.
所
管
寺
院
が
僻
忙
･｡B
博
士
の
腰
特
赦
額
辞
雁
に
努
め
牌
れ
る
こ
と
t

.

.Iは
嘩
戸
は
後
忙
班
..(･..
ウro執
-
..
棚
管
璃
拐
よ
-,
相
隣
1-
I

之
は
所
管
寺
院
と
し
て
帽
博
士
に
は
制
令
に
講
理
が
め
T
.た
瑞
で
め
_-･S･
C
.

ら
れ
る
穿
粟
に
て
訴
寺
院
所
要
の
知

･
蓮
鉄
新

･
鹿
新
な
ど
を
梨
し
て
藷
寺
院
に
納
入
す
る
以
外
に
'
散
剤
の
甚
大/
な
る
製
粉
能
力

を
活
用
し
て
所
管
寺
院
需
要
以
外
の
多
量
の
窮
を
製
し
て
寺
院
の
鴛
に
利
せ
し
め
'
ま
た
磁
戸
の
資
本
に
て
歩
粟
を
朗
に
製
し
て
康

-
民
間
に
棄
-
て
寛
大
な
る
利
益
を
樺
得
L
t
ま
た
民
間
百
姓
の
希
望
に
鷹
じ
て
手
数
料
を
取
-
て
穿
粟
を
製
粉
し
た
か
ら
'
･｡3
月

と
し
て
は
相
昔
の
利
益
あ
る
名
機
博
士
の
雇
傭
賃
金
は
嘗
然
硝
戸
に
て
負
婚
し
た
と
想
は
る
る
か
ら
で
あ
る
.
菅
際
.a
L莱
萱
百
二
十

項
内
外
の
製
粉
に
は

〓
固
年
間
を
宴
せ
ず
'
し
か
も
碩
権
が
二
三
基
も
あ
り
て
殆
ど
垂
年
逮
韓
経
営
し
.
そ
の
★
部
分

は
相
月
の
役

徳
と
し
て
所
管
寺
院
よ
-
許
さ
れ
て
営
利
経
営
を
為
す
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
t

l
箇
年
間
仝
部
の
柁
博
士
の
雇
傭
賃
金
を
所

管
寺
院
に
て
負
据
す
べ
き
道
理
も
無
い
｡
故
に
私
は
之
を
柁
戸
の
負
措
な
ら
む
と
解
す
る
の
で
あ
る
｡

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
頒
虐
地
方
併
教
寺
院
の
碩
硝
薬
皆
に
就
Jrb
T

第

一
巻

八
七
三

第

三
択
二

三



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
燈
地
方
併
教
寺
院
の
硬
褐
経
替
.I.I就
き
て

第

一
審

八
七
四

弟
四
既

二

四

.

寺
院
側
と
し
て
は
毎
年
寺
院
所
要
の

1
定
の
食
糧
折
畳
を
製
出
し
得
べ
き
原
料
穿
粟
を
柁
声
に
提
供
し
で

製
粉
納
入
せ
し
め
る
｡

こ
れ
が
寺
院
経
済
出
納
文
書
に
習
見
す
る
自
年
春
枝
入

･
秋
櫨
人
な
ど
の
収
入
目
で
あ
る
｡
此
の
際
の
運
搬
費
な
ど
は
無
論
寺
院
合

計
を
以
て
生
餌
す
る
.
そ
の
群
棲
は
､
怖
観
解
式
∩義
拭
鮮
轍
塩
文
責
紙
背
の

『
甲
髭
/年

.Z
月
巳

∩
後
〕
直
儀
遵
貸
手
下
諸
色
入
破

借
』
の
中

に

』臼

.E
石

庭
破
折
ヰ
年
債
周

同
糖

紙
背

の

『
博
士
寺
西
倉
司
願
勝
原
進
等
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
に

穀
雨
碩
五
斗

載
新
車
牛
用

教
二
着

履
般
新
車
ヰ
用

悌
図
締
就
〇
四
〇
糖
紙
背

『
静
土
寺
入
破
暦
』
に

叡
三
石

雇
載
新
車
牛
用

教
三
石

秋
桂
窮
屈
車
牛
用

な
ど
の
支
出
目
の
散
見
す
る
こ
と
で
､
之
は
製
出
さ
れ
た
寺
院
所
要
の
酢

･
連
教
新

･
最
知

･
教
を
鎧
戸
よ
-
寺
院

へ
蓮
搬
す
る

費
用
で
あ
る
｡
然
か
し
寺
院
は
自
尊
食
用
酢
の
み
の
蔦
に
経
費
を
投
じ
て
ま
で
頑
桂
を
設
備
す
る
等
は
な
-
､
JJれ
以
上
に
有
利
な

る
他
の
目
的
が
あ
る
｡
そ
れ
は
鎧
戸
を
し
て
自
由
に
礎
桂
を
利
用
せ
し
め
'
そ
の
硬
結
建
碑
営
利
事
業
経
営
許
可
の
冥
加
料
と
し
て

鎧
戸
朗
稗
の
利
益
の

一
部
分
を
寺
院
に
綿
貫
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
.
と
れ
が
所
謂
桂
課
で
あ
ら
う
と
息
ふ
.
課
と
は
課
役
の
課
に

丁テ

し
て
硯
の
意
'
毒
し
右
の
意
味
の
冥
加
料
即
ち
頑
鎧
利
用
収
益
特
免
税
を
ば
桂
課
と
俗
解
L
t
記
録
上
に
於
て
哩
看
過
昔
等
し
て
在

往
市
塙
の
如
-
程
株

･
碇
願
な
ど
と
誤
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
.


